
　これまで１区は安定感と信頼のある選手が

選ばれており、自分がその役割を任されてプ

レッシャーは大きかったですが、期待に応え

ようと走りました。�キロまでは、２位集団

をリードする走りができました。青学、國學

院、駒澤の３強が勝負をかけてきたら食らい

つく作戦でしたが、終盤まで集団の動きがな

く、レースが動いた六郷橋を下った時点では、

余力が残っていませんでした。区間�位と思

うような走りはできませんでしたが、今回の

経験を生かし、力をつけて箱根路に戻ってき

ます。

経

営

学

部

２

年

　

北

海

道

出

身

　

利

府

高

校

　今回は、６５分２０秒を目標にしていました。

前半の１０～１５㌔は余裕を持って走り、後半の

８㌔でタイムを押し上げて先頭集団を拾って

いくことをイメージして走りました。結果と

しては、区間新記録（日本人歴代最速更新）

の結果を出すことができ、自分の理想の走り

ができたと思います。４年間ずっと山の神に

なることを目標に頑張ってきました。しかし、

監督と相談して、２区で走った方が良いと判

断し、チームで最後に笑って終わるために、

恩返しのために、絶対に区間新を出して優勝

してやろうという思いで走りました。
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　目標は区間賞だったので悔しい思いもあり

ますが、ベストを尽くすことができました。

コンディションは良かったのですが、ラスト

５キロで疲れが出ました。１位を目指すこと

を考えて走りきり、結果２位に順位を上げる

ことができました。監督からは「ムチーニは

強いから、自信を持って」と言われます。昨

年初めての箱根駅伝で自信がなかった部分も

ありました。しかし、今回は自信を持って走

りきることができました。これからは、区間

新を出せるような選手になりたいと思いま

す。
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　響さんとムチーニが良い走りで襷を繋いで

くれて、少しでも中央大との差を縮めようと

思ってスタートしました。後ろから青学が来

ることも分かっていたので、どれだけ粘れる

かが勝負だと思っていました。６キロ過ぎか

ら苦しかったですが、少しでも差を詰めて襷

を繋ごうと最後まで粘ることができました。

６１分１５秒を目標にしていましたが、少し届か

なかったのが悔しいです。５区の山口は１年

ながらタフな選手で、力強い走りの選手なの

で、自信をもって走って欲しいという思いで

襷を託しました。

経

済

学

部

３

年

　

宮

城

県

出

身

　

利

府

高

校

　初の箱根駅伝かつ重要な５区山登りで不安

もありましたが、練習の成果を最大限発揮し

ようとの思いで走りました。追い上げてきた

他校の選手に抵抗できなかったのが反省点で

す。山を登りきって、下りはじめるところが

きつく、走りが崩れてしまいました。その時

に監督から、「前へ前へ！」と声をかけても

らえて、なんとか立て直すことができました。

１年から箱根を走らせていただき感謝の思い

でいっぱいです。今後はチームの主力として

仲間を引っ張り、多くの人から応援される、

なくてはならない存在となり、駅伝で活躍し

ていきたいです。
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　走り終えて、率直に悔しいです。登り始めて

からゴールまでずっと苦しく、自分はまだま

だ弱いと思いました。昨年の山下りでは自分

らしい良い走りができ、今回も２年生初の５

７分台を目指して走りました。７区の織橋の

ために、少しでもタイムを縮めたいと走りき

りました。監督の「前の駒澤を追っていこう

！」の声かけに応えられなかったことが悔し

いです。来年に向け、上級生としてチームを

引っ張り、練習の質を高め、しっかりと体づ

くりをし、勝利へ向けて頑張ります。
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　沿道からの応援がずっと続いたので、その

思いに応えたいとの気持ちで走りました。レ

ースは前後に差があったので、余裕を持って

入りました。監督からは「余裕を持っていこ

う」との声かけがあり、少しでも前を詰める

ことを意識しながらも、ゆとりを持って良い

ペースを刻み、及第点の走りをすることがで

きました。１年の石丸修那に少しでも前をつ

めて襷を渡せて良かったです。２年生が５人

出走しており、今後も同期で団結してチーム

を引っ張っていきます。
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　１年での初の箱根駅伝となりましたが、練

習時から自信があり、緊張というよりは、や

ってやるぞという気持ちでスタートしまし

た。びっくりするくらい沿道の応援が多く、

序盤は楽しく走ることができました。後半の

登りで失速した時、「お兄ちゃんの分まで走

るぞ」との声援が力になり、最後は國學院と

のデッドヒートは、「絶対前で渡す」との思

いで走り抜きました。兄の惇那からは「落ち

着いて、自分らしく」と助言をもらっていま

した。この経験を活かし、さらにチームに貢

献できるように頑張ります。　
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　今までの想いをすべて出し切る決意でスタ

ートしました。仲間たちが優勝を目指し、力

を出しきって自分まで繋いでくれ、感謝の思

いでいっぱいです。給水では同期の小暮と岩

本が「４年間ありがとう！」と声をかけてく

れ、大切な思い出になりました。沿道では、

創価大の応援が途切れることなく、最後まで

力になりました。テレビやラジオの前の声援

も含め、日本一の応援をいただき、本当にあ

りがとうございました。この感謝の思いを胸

に、創価大学で学んだことを活かして、今後

もランナーとして成長を続けていきます。
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　自身初となるアンカーを任せていただきま

した。結果としては順位を落とし、悔しさの

残るレースとなりました。８月の怪我から回

復し、自信を持ってスタートラインに立ちま

したが、後半の粘りが足りず、〝箱根〟は甘

くないと痛感しました。監督からは「これか

らエースになるんだぞ」と声をかけてもらい

ました。その期待に応えるべく、どこまでも

泥臭く練習に励み、三大駅伝で力を発揮する

選手になります。今日という一日を忘れず、

次に向け、また一から出直します。
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